
 

 
日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」 

オリジナルキャラクター“鉱馬（こーま）”が誕生しました 
  

日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議会では、沿線の子どもたちをはじめ、多くの方々

に日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」への興味・関心を高めていただき、地域への誇

りや愛着をより一層深めることを目的として、令和６年度にオリジナルキャラクターを制作しま

した。 

 このたび、そのキャラクターについて、「銀の馬車道・鉱石の道」構成市町内の小・中学生によ

る愛称募集を行い、「鉱馬（読み：こーま）」と名付けましたので、お知らせします。 

「鉱馬」は今後、沿線地域の皆さまをはじめ、日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」を

訪れる方々に親しまれる存在として、さまざまな場面で活用していきます。 

 

記 

 １ 基本プロフィール 

項 目 内 容 

名 前 鉱馬（こーま）（愛称：鉱馬くん） 

出身地 但馬生まれの播磨育ち 

趣 味 
マラソン/銀細工をあつめること 

きれいな石をさがすこと 

誕生日 ７月３日 

口調・口癖 基本は但馬弁/たまに播州弁が混ざって可笑しな口調になることも 

性 格 気前がよく、力持ち 

好きな料理 
姫路おでん/もちむぎ麺/市川のおいしい水と有機野菜 

神河の人参ジュース/「岩津ねぎ」を使ったグルメ/蛇紋岩土壌で育ったお米 

仕 事 「銀の馬車道」と「鉱石の道」のＰＲ 

夢 「銀の馬車道・鉱石の道」の魅力を全世界に広めたい 

チャームポイント 額の流星。まるで播但を貫く“道”そのもの。 

 

２ 問い合わせ 

中播磨県民センター県民躍動室県民課産業観光担当 （TEL ０７９－２８１－９０５９） 
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